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安全･安心
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山田線 (81)

田沢湖線 (80)

飯山線 (119)

只見線 (111)

斜面危険度の定量的評価手法の開発

背 景 と 目 的

開 発 し た も の

開発パートナー ： （公財）鉄道総合技術研究所

【現状の
課題】

降雨時の災害発生危険度の
順位付けが困難

沿線には膨大な数の
斜面がある

【目的】
弱点箇所や防災投資の順位付けのために

客観的な指標を作成

【研究の概要】
過去に発生した災害の状況や発生原因を詳細に分析し、降雨
に対する耐力（耐降雨量）を定量的に算出する手法を開発

a1・x1＋a2・x2＋…＋b1・y1＋b2・y2＋…＝ 耐降雨量

ai , bi ：各不安定要因の耐降雨量への寄与量

橋台背面盛土

切土上方に道路・宅地等谷との交差 橋りょうとの接続部

不安定要因（斜面諸元 xi ） 不安定要因（環境条件 yi ）

斜面そのものの構造を示す情報 周囲からの水の集まり易さなど災害の発生要因となり得る周辺環境の情報
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【耐降雨量算出式の作成】
・実効雨量の再現期間※１や崩壊形態をもとに、災害事例を短期降雨による災害と長期
降雨による災害の２つに分類
・それぞれの災害事例で統計解析を行い、短指標と長指標※２による２つの式を作成

【災害状況や雨量の分析】
2006～2018年の54件の盛土災害事例から不安定要因を選定

○ 年 △ 月 □ 日 A 線 a 駅・b 駅間

【算出式の妥当性の検証】
災害発生斜面と非発生斜面の耐降雨量が区分できるか確認

※１ より稀な大雨ほど危険という観点から「再現期間（何年に1度の大雨か）」で評価
※２ 実効雨量の半減期は、短指標が1.5時間、長指標が24時間

＜研究の成果＞
短指標による式は
適切に区分することができた

今回選定した不安定要因

区分 不安定要因

構造ほか

片側盛土

両側盛土

盛土高さ

盛土勾配

排水設備

地形的な
集水条件

谷との交差

段丘崖等

切土上方に道路等

短指標

耐降雨量の再現期間 Ｔ（年）

・災害非発生斜面

※( )内は斜面数

・災害発生斜面
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(短期：23 長期:31 )
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長指標による式は区分が不明瞭なため改良

区分 不安定要因

線路勾配での
集水条件

橋りょうとの接合部

落込勾配点

踏切から下り勾配

切り盛り境界から下り勾配

トラフ

のり尻が湿潤
しやすい条件

軟弱地盤

河川隣接

部外用排水路
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災害発生斜面 (31)

上越線 (97)

花輪線 (63)

山田線 (81)

田沢湖線 (80)

飯山線 (119)

只見線 (111)

＜今後の課題＞

長指標

実効雨量 再現期間

短指標 92mm 55年

中指標 215mm 61年

長指標 306mm 93年

不安定要因 該当

谷との交差 ×

段丘崖 ○

切土上方に道路 ○

橋りょうとの接続部 ×

・・・ ・・・

a 駅方

b 駅方


